
項目 現行 見直し後 見直しのポイント
議員定数 18人 16人 ２人削減します

議長 410,000円 470,000円 60,000円の引き上げ

副議長 375,000円 425,000円 50,000円の引き上げ

委員長 350,000円 400,000円 50,000円の引き上げ

議員 345,000円 395,000円 50,000円の引き上げ

常任委員会 ３委員会 ２委員会 １委員会を削減します
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61 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● - 欠 ○

　６月定例会では、上程された17件の議案をすべて可決しました。

議案および議員ごとの
表決一覧はこちら➡

　議員定数の見直しについて継続して議論を行ってきましたが、本定例会において、定数を18人か
ら16人に見直しがされることになりました。また、定数の見直しに伴い、議員報酬や組織体制の見
直しも行います。

議案第61号 湖西市議会議員の定数を定める条例の一部改正

議案に対する討論議案に対する討論

【賛成討論】 【反対討論】

⬥審議結果（「○」は賛成、「●」は反対、議長は採決に加わらない）

ココに注目！

５月29日㈮～６月12日㈮

　議会は市民の代表機関であり、説明責任を果た
しながら、自らも改革を進めていく必要がある。
今回の条例改正は、将来にわたり持続可能な議会
を構築するための第一歩であり、市民の理解を得
ながら議会改革を進めるための適切な判断である。

 議員は、市民の多様な意見や思いを受け止め、
市政に反映させる役割を担うものである。定
数の変更により、市民の声が届きにくくなり、
市政への関わりが狭まるのではないかという
懸念がある。

★可決議案の内訳
条例の専決処分……４件
条例の一部改正……５件
補正予算……………５件
その他………………３件
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 Ｑ. 湖西運動公園やアメニティプラザへのネーミングラ
イツ導入や広告掲載、民間資金活用の考えは。
 Ａ. 本市では令和４年度にネーミングライツ事業要綱を

 Ｑ. 住民の不安や疑問に対し、市の対応を伺う。
 Ａ. 本事業は整備完了まで相当の期間を要する長期プロ
ジェクトであると認識している。市としては、国・県と
連携し地域課題を共有しつつ解決に取り組む必要がある。

 Ｑ. 公共施設の自動販売機設置における契約方法の統一
や選定基準の明確化についての市の考えは。
 Ａ. 自動販売機の設置は、施設ごとに法令などに基づき許

策定し運用を開始したが、現在導入施設は
ない。施設広告は市役所、新居支所、アメ
ニティプラザの電子モニターで実施。民間
資金活用は学校給食センター建設や環境セ
ンター改修でＰＦＩを採用。今後も各施設
で導入や実施の可能性を検討する。

事業者には地域住民に寄り添った丁寧な対
応を求め、実施段階では説明会の開催など
により理解と協力を得るよう適切に対処す
る。また、地域の課題を把握し解決に向け
た取り組みを進めるとともに、市議会議員
の協力も引き続きお願いする。

可を行い、管理者が設置可否を判断したうえ
で選定基準を明確化し設置者を決定してお
り、現状で特に問題はないと認識している。ま
た、施設の設置目的や利用者のニーズに応じ
て環境整備を行うことが望ましく、窓口や基
準の統一については現時点で考えていない。

柴田一雄

山口裕教

菅沼　淳

市内公共施設の利活用と歳入確保

公共資産・インフラマネジメント

浜松湖西豊橋道路

公共施設の自動販売機設置者

▲浜松湖西豊橋道路のイメージ

 Ｑ. 地域企業理解やキャリア教育を、将来の地元就労・
定住につなげる地域人材循環の取り組みとして、どのよ
うに位置付け、成果を把握するのか。
 Ａ. キャリア教育を受けた子どもたちが、将来どの程度

 Ｑ. 工業・農業用水の確保に当たり、農家の声を拾って
対応すべきだと思うが、現状と市の意気込みを伺う。
 Ａ. 農家の声を聞くことは重要である。市では西部農業
経営士会やJAとぴあ浜松青壮年部湖西支部、湖西用水

 Ｑ. 本事実について、今後観光において活用するつもり
があるのか伺う。
 Ａ. 近年の観光は「見る・泊まる」から心に残る体験型が
主流であり、第３次湖西市観光基本計画でも体験観光の

地元企業への就職につながっているのか把
握していきたい。企業見学や出前講座など
を通じ、地域企業への理解を深める取り組
みを進めるとともに、地元就労や定住につ
ながる成果の把握方法について、担当部局
と議論し検討していく。

土地改良区との意見交換会を多数実施し、
活発な意見交換を行っている。吉美地区基
盤整備事業もJAとの意見交換を契機に事
業化したものであり、今後も農家の声を基
に必要な施策を展開したいと考えている。

強化を重点事業としている。本件は遺構が
残らず観光素材として打ち出しにくいが、
無人島生活の歴史的価値は高く、浜松・浜
名湖ツーリズムビューローや湖西・新居観
光協会と意見交換のうえ、活用される場合
は市としても支援を行う。

楠　浩幸 土屋和幸

山本晃子

産業・地域振興
持続可能な産業政策 工業・農業用水の水不足対策

新居漂流生還史の観光振興への展開

▲企業見学の様子

そこが聞きたい 一 般 質 問



 Ｑ. 保育・幼児教育環境の維持や施設更新、地域バラン
スと、持続可能なまちづくりの方向性との整合について、
市の考え方を伺う。
 Ａ. まちづくりの観点では、都市計画マスタープランや

 Ｑ. 地域への出向型支援の必要性と、移動支援について
研究し、取り入れていく考えはあるか。
 Ａ. 藤枝市の移動型支援や荒尾市の｢スマホ教室カー」の事

 Ｑ. 高齢者の免許返納を促進するための公共交通強化や
安心生活環境整備の計画について伺う。
 Ａ. 高齢者が免許返納を検討できる環境には、返納後の
移動手段確保が重要と認識している。市ではコーちゃん

 Ｑ. 不登校で学校給食を止めている児童生徒の家庭にも
同額の経済的支援を講じてはいかがか。
 Ａ. 令和８年度の給食無償化は、小学生は国の交付金、
中学生は臨時交付金を活用して実施している。国の交付

 Ｑ. 不登校児童生徒や保護者への経済的支援について検
討する考えはあるか。
 Ａ. チャレンジ教室と校内教育支援センターで不登校児童生
徒を支援している。チャレンジ教室は令和６年度に指導員３人、

 Ｑ. 避難者がお客さん扱いにならないよう実践訓練が必
要と考えるがどうか。
 Ａ. 本市としても避難所運営における実践訓練は必要と考え

 Ｑ. 多職種連携による湖西市版ACT（包括型地域生活
支援プログラム）の導入について市の見解を伺う。
 Ａ. 包括型地域生活支援プログラムは有効と認識する
が、本市の人口規模や財政・人的制約から全面導入は困難。

立地適正化計画に基づき、鷲津地区を中心
に保育施設環境を整備・維持することを原
則とする。一方、少子化や子育て世帯の状
況は変化しており、その都度市民ニーズを
把握し、民間施設と意見交換を行いながら
適切に判断する。

例は承知しているが、専用車両による巡回型
支援は効果や費用の見極めが必要であり、現
時点で導入は考えていない。今後は地域での
出向型支援は有効と考え、出前講座に「スマー
トフォンによる情報収集」などを加え、身近な
場所での支援方策を前向きに検討する。

バスを永年半額にするとともに、タクシー
利用拡大などサービス拡充に取り組んでい
る。また、地域のいきいきサロンなどで説
明会や利用登録受け付けを行い、住み慣れ
た地域で安心して生活できるよう公共交通
と移動支援の充実に努めている。

金における給食停止児童生徒の取り扱いは
学校設置者の判断に委ねられ、全国統一の
対応は定められていない。本市では、給食
停止児童生徒の世帯にも同様の経済的支援
が必要と考え、小学生は月額5,200円、中
学生は6,000円の支給を検討している。

校内教育支援センターは設置校ごとに各１人、
計８人を配置している。フリースクール保護
者への経済的支援は検討していないが、設備
改善や人員維持・拡充に主眼を置き支援策を
検討している。令和８年度は給食停止世帯に
国交付金相当額を支給する方向で検討する。

る。今年度の総合防災訓練は日曜日に実施する
ことで参加者の増加が見込まれるため、多くの
市民が集まる機会を活用し、マニュアルに基づ
く避難所設置訓練を実施していただき、訓練後
には改善点を話し合い、マニュアルの見直しを
継続的に実施することが重要であると考える。

一方、多職種連携による支援体制は重要で
あり、見守りネットワークや緊急通報システ
ム、生活支援サービスなど既存資源を活用
し、地域包括支援センターや民生委員など
と連携して独居高齢者や地域住民が安全・
安心に暮らせる体制を進める考えである。

相曽桃子

福永桂子

荻野利明

佐原佳美

三上　元

二橋益良

寺田　悟

保育・教育施設のあり方

子育て・教育

暮らしの安心・福祉・地域支援
高齢者デジタル支援

免許返納と交通サービスの強化

こどもの学校給食

不登校支援の見通し

湖西市指定避難所の開設・運営

独居高齢者などの孤立化防止

６月定例会一般質問の再生リストはこちら➡ 一般質問通告書はこちら➡

▲湖西市立中学校の給食
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議会だよりのアンケートに
ご協力ください。

委員長：馬場　　衛　副委員長：竹内　祐子

委　員：相曽　桃子、山口　裕教、寺田 悟

議会だより

編集委員会

湖西市議会
公式サイトも
ご覧ください

次回は
令和８年11月15日発行予定です

申し込みはこちら▶議会事務局 ＴＥＬ.053‒576‒4791
FAX.053‒576‒0331


